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編集後記：1月から2月にかけては一年でいちばん

忙しいときかもしれない。4年生は2年間の努力の

結晶を卒論にまとめ、発表会も立派にやりとげて

くれた。私は標準からすれば学生にかなりきびし

く接したと思うが、最終的にはそれでよかったと

思っている。「やさしく」して「楽に卒業」する

ほうが得したと思うような精神は大学にふさわし

くない。いずれこの大学もそうなるのは時間の問

題なのだろうが、私は大学人である限りそういう

妥協はしたくないと思っている。高槻

 


